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KL-6, a Human MUC1 Mucin, as a prognostic marker for diffuse alveolar 
hemorrhage syndrome. 
（びまん性肺胞出血症候群における予後因子として KL-6の有用性についての検討） 
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意に高かった。入院後の血清 KL-6値の上昇は Oxygenation Indexの悪化と関連
していた。また、血清 KL-6値のベースライン値とピーク値がより高値であるほ






 血清 KL-6値のピーク値 700U/ml 以上は、びまん性肺胞出血症候群において、
予後不良を予測する有用なバイオマーカーになる可能性が示唆された。 
